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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和57年4月～昭和58年3月）
○昭和57年7月1日昭和57年度総会および第53回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶………………山下 肇氏
2）編集報告………………新谷浩堆氏
3）会計報告･……………･･杉谷眞佐子氏
4）企画報告………………宇佐美幸彦氏
研究発表
1）歴史上のファウスト博士について……………………芳原政弘氏
2）クロイツァー教授の来日を前に……･……………．｡…小川 悟氏
出席者22名
○昭和57年12月5日第54回研究発表会
会長挨拶･……………………………………･･山下 肇氏
研究発表
1）類型論的言語研究の沿革と近況をめぐって…………渡辺有而氏
2）クロイツァー教授来講とその共同研究に参加して
．…･…･…DetlefSchauwecker氏
西村明人氏
出席者21塩
○本年度は国際的学術交流推進の目的で， ジーゲン大学のHelmutKreu-
zer教授が関西大学に招聰され，特別に次のような講演，共同研究等が行
なわれた．
1）招聰期間……昭和57年9月16日より10月15日までの1カ月間
2）関西大学独逸文学会主催
昭和57年9月28日～29日コロキウム「Trivialliteraturについて」
関大会館
研究報告
a)Einleitung(TrivialliteraturalsForschungsproblem)
…………HelmutKreuzer氏
b)KurzeGeschichtederjapanischenComicsinder
Nachkriegszeit-insbesondereinZusammenhang
mitdemsozialenKontextinJapan-………河合良三氏
c)JapanischeUbersetzungausderdeutschen
LiteraturinderMeiji-Zeitl868-1912…………宇佐美幸彦氏
出席者29名
3）関西大学における講演および講義
a)昭和57年9月21日独文学特殊講義代行（公開）大学院ホール
ZurSpanienkriegsliteratur
b)昭和57年9月24日大学院独文学研究(1)(2)代行（公開）
大学院ホール
MethodikderLiteraturwissenschaft
c)昭和57年10月12日文学部主催学術講演会第1学舎2号館
226教室
BiograPhie,Reportage,Sachbuch-Bemerkungenzuihrer
GeschichteseitdenzwanzigerJahren
4）本学以外にもKreuzer教授はこの期間に，京都ドイツ文化センタ
ー，関西学院大学，広島大学，東京ドイツ文化センター，北海道大学，
岩手大学，阪神ドイツ文学会・大阪ドイツ文化センターで講演等を行
なった．
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’5）上記の講演・講義等以外にも，本学教員，院生，学生との個別の意
見交流等による共同研究がすすめられ， とくに昭和57年10月10日～11
日に関西大学独逸文学会主催の一泊旅行（彦根荘）が行なわれ，討論
が深めら,れた．
6)Kreuzer教授との共同研究の準備と総括のため関西大学独逸文学
会では次のような輪読会等の活動を行なった．
a)昭和57年5月26日独文合研
HelmutKreuzer,TrivialliteraturalsForschungsproblem.In:
H.Kreuzer,Veγ伽吻γ""g汐〃〃sL"eγα〃γ6egｿ筋3,1975.
b)昭和57年6月16日独文合研
HelmutKreuzer,ZumLiteraturbegriffdersechzigerJahre
inderBundesrepublikDeutschland.In:Kreuzer,a.a.O.
c)昭和57年7月1日関西大学独逸文学会第53回研究発表会(AV
ルーム） 「クロイツァー教授の来日を前に」（小川悟氏）
d)昭和57年7月7日～8日合宿（神戸摩耶ロッジ）
i)ReinholdViehoff,EmpirischesForscheninderLitera-
turwissenschaft.In:〃"Sc〃鮠／〃L"”〃"γ2"細e"sc""/ｼ〃"‘
Z,"@gwiS"(LZZ,')Beiheftl2,hrsg.vonH.Kreuzerund
R・Viehoff,1981.
ii)ManfredJurgensen,DerdeutsccheUnterhaltungsroman
derGegenwart.In:Ibid.
iii)HelmutKreuzer,NeueSubjektivitat.Z rLitera urder
siebzigerJahreinderBundesrepublikDeutschland.In:
D〃ｵscheGeg膠"伽γｵs〃eγ〃〃,A"sg""gnpos"jb"g〃〃"。α彫"g脆
勵，加峨〃"9℃",hrsg.vonM.Durzak,1981.
e)昭和57年12月5日関西大学独逸文学会第54回研究発表会（第一
学舎第一会議室） 「クロイツァー教授来講とその共同研究に参加し
ー
1て」(DetlefSchauwecker氏，西村明人氏）
f)昭和57年12月21日なにわ会館
HansDieterZimmermann,DasVorurteiliiberdieTriviallite-
ratur.In:H.D・Zimmermann,Sb"en@α一Z,"gγ”"γ,1979.
○その他以下のような映画会を行なった．
1）昭和57年6月2日
SiegfriedLenz原作De"schsｵ""伽(PeterBeauvais監督）
2）昭和57年12月15日
GiinterdeBruyn原作M〃んjSc"eFb"sc〃"gg"(RolandGraf
藍督）
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昭和57年度修士論文題目
H・ヘッセの『ガラス玉遊戯』の今日的意義一科学
との接点一
小説の形式における「グロテスクなもの」について
－特にFr.シュレーゲルとの関連から－
ParadigmaとSyntagma一「本質的な意味関係」
の展開一
佐藤千明
西村美絵子
菅谷泰行
昭和57年度卒業論文題目
20世紀の非現実的短編小説の解明一カフカ，デュレ
ンマット，アイヒンガーについて－
D"Vをγ"α"〔伽"gにおける家族関係とエゴイズムにつ
いて
グリム童話と女性
「原子劇」としての『ガリレイの生活』と『物理学者
たち』
TempusとTemporalitat－独・英を比較して－
『村のロメオとユリア』におけるケラーの倫理性につ
いて
Carossaの内面生成におけるD形＆"た"sα"DC彫oγ
〃"9Fγs
ルイーゼ・リンザーの『人生の半ば』について－ニ
ーナの生き方を中心として－
現代の疎外としての「変身」
ゲオルク・ビューヒナーーその生涯と作品一
HermannHesseのMarchenについて－詩人の
魂一
井原 晃
伊藤ひろみ
池田早苗
石橋 徹
植原雅美
大西淑子
川崎貴美子
北川佳代子
???
水昭彦
口順子
山由利子
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ヘッセのメールヒェン〃恋について－「幸福｣， 「放
浪｣， 「内面への道」の考察一
レッシングの『エミリア・ガロッティ』について
K＃"”γ－〃"JHn"s腕〃c"g〃における残酷性について
カフカにおける存在の意義一『判決』を中心に－
アウトサイダーの救済とヘッセの周辺一『荒野のお
おかみ』より－
ハインリヒ・ベル『アダムよ’おまえはどこにいた』
について
ヴィルヘルム・ラーベの『勝利のかげに』について
－その歴史叙述の方法一
ケストナーと子ども－『エーミールと探偵たち』，
『飛ぶ教室』， 『ふたりのロッテ』を中心に－
エーリッヒ・ケストナーの作品にみられる調刺の役割
一『ファービアン』と詩4篇を中心に－
ヘルダーリンの詩とその世界観一『ヒュペーリオ
ン』と照らしあわせて一
ヴォルフガング・ポルヒェルトに関する研究
E.T.A.ホフマンのメールヒェンー現代的感覚に
よる考察一
UmgangsspracheとAlltagssprache
作家ハインリヒ・ペルー主に短篇集『旅人よ， もし
至りなばスパ……』から見て－
『ヘルマンとドロテーア』について
Geschehenに関する動詞について
D鰯"gseγ剛@gie〃における「世界内面空間」と「天使」
徳山真由美
志津
泰子
あつ子
雅之
??????
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服部浩之I
牧浦規子
’
山口 均
｜
’
横尾由加理
l
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吉村喜久子
木田惣一
菅野 伸
竹下 智
大神清隆
’
木尚志
西 博
高修治
???
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｢独逸文学」28号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和58年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内,横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和58年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと.
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙
40枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介
は同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5,000語（タイプ印書）程
度， レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和58年10月31日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお執
筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがって
完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
???
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編集後記
「独逸文学」27号は，故和田賀一郎教授に捧げられる追悼特輯号として編まれまし
た．本学会会長山下肇教授から心暖まる序文を，ご親友の小川悟教授から深いご理解
と哀悼のこもった追悼文を賜わるとともに，論文6編と翻訳2編のご投稿をいただき
ました． このような大冊の形で亡き和田教授をお偲びできましたことに対して両先生
をはじめ，ご協力下さった各位に厚くお礼申し上げます．
本号は，語学関係の投稿が多かったので，掲載順序を従来とは反対に，語学関係を
文学関係の前にいたしました．折から本学の招きで，和田先生ともお親しいクロイツ
ァー教授が来訪され，講義をされました．そのとき通訳の任にあたった宇佐美，杉谷
両助教授に同教授のご快諾を得てご玉稿を邦訳してもらいました．両氏のご労苦に深
く感謝します．はじめての実り多かった国際的学術支流について，和田先生がいらっ
しゃったらさぞおよろこびだったろうと想い，かえすがえすも残念に思うとともに，
編集子一同心から劇卓の意を表します．最後に本号の刊行にあたり，われわれの趣意
にご理解いただき，ご援助を賜わりました関西大学出版部に厚くお礼申し上げます．
’
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昭和58年3月
第27号編集委員 宇佐美幸彦
諸沢 巖
武市 修
芳原政弘
福岡四郎
渡辺有而
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